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平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度 行政評価行政評価行政評価行政評価のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

担当課において作成

（４１８事業）

事業評価表

事業活動記録作成

事業評価

施策評価表作成

事業貢献度評価

施策評価

内
部

評
価

事業所管以外の課長による

有効性・効率性・公共性の評価

施策関係課長により作成

（全２３施策）

関係部局長による施策目標達成に

向けた各事業の貢献度（順位）評価

関係部局長による評価

外部評価

行政評価推進委員会による

施策評価（１１施策）

総合振興計画に定める各施策の優先度評価

部局長、地域総務課長による内部評価、外部評価、

市民意識調査の結果を総合的に判断した評価

部局長、地域総務課長が個々に、すべての施策を通

じた優先度の相対評価（５段階）を行い、その平均によ

り、優先度順位を判定

市民意識調査

対象者

市政モニター７０人

無作為抽出１，４００人

回答数

５９５人（４０．５％）



南丹市総合振興計画南丹市総合振興計画南丹市総合振興計画南丹市総合振興計画のののの体系体系体系体系

第１章 生涯充実して暮ら

せる都市を創る

第２章 自然・文化・人を活

かした郷を創る

第３章 人・物・情報を高度

につなげる

第４章 共に担うまちづくり

の仕組みを築く

１ 安心して子育てできるまちをめざす

２ 明日を担い、内外で活躍するひとを育てる

３ 生涯にわたって学び、活かす機会をつくる

４ 医・食・住の充実と高齢者や障がいのある人の自立を支援する

５ ふるさとで働ける場をふやす

１ 豊かな緑と清流を守る

２ 資源が循環するまちをつくる

３ 南丹ブランドの「ほんまもん」をつくる

４ ひとを温かく迎える

５ 伝統文化を継承する

６ 暮らしの安全と安心を守る

１ 高速移動の網を広げる

２ 鉄道をさらに便利にする

３ 安全で快適な主要道路でつなぐ

４ 誰もが安心な地域交通システムをつくる

５ 双方向の情報通信基盤をつくる

６ にぎわいの市街地をつくる

１ 共に生きるまちづくりを進める

２ 住民自治の地域づくりを進める

３ 多様な担い手のパートナーシップを育てる

４ 大学等と連携し、ともにまちをつくる

５ 未来を担う人づくりを進める

６ 行財政改革を推進する
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第第第第１１１１章章章章 生涯充実生涯充実生涯充実生涯充実してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる都市都市都市都市をををを創創創創るるるる

１１１１ 安心安心安心安心してしてしてして子育子育子育子育てできるまちをめざすてできるまちをめざすてできるまちをめざすてできるまちをめざす

�子育てに対する不安や悩みを気軽に相談できる人が身近にいない。

�安心して子育てができる環境を整える。

�子育て支援センター、子育てボランティア、子育て広場

�各種祝金や手当て、医療費助成

�保育サービス、放課後児童クラブ 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�子育てしやすい町として市民からも一定の評価はされている。

�各地域に拠点を置いたすこやか子育て事業の展開の拡大、地域子
育てボランティアとの連携、ファミリーサポート事業など、安心して子

育てができる環境づくりの取組みについて一定の評価はできる。

�経済的支援としての各種手当、祝い金、医療費の支援などは、市の
独自施策として大きく評価できる。

�南丹市子育て支援条例を制定し、総合的な子育て支援施策の推進
に取り組むべき、新たな方針また方向性を明確にしたところであり、

目標達成に向けて、より効果的な事業を推進していく必要がある。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

6,913

29

66

実績値 目標値目標値目標値

9,8007,8006,500人

支援センター参加（登録）者

数

363028人

子育て支援関係ボランティ

ア登録数

806850％

地域で子育てができている

と思う市民の割合

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.93.83.43.7

合計公共性効率性有効性

32,793国保医療課すこやか子育て医療費助成事業

3,030子育て支援課ファミリーサポート事業

754子育て支援課子育てすこやかセンター管理運営費

6,907健康課育児支援事業

2,948子育て支援課地域子育て支援事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

34.5%

12.8%

4.2%

3.7%

32.9%

11.9%

 安心できる

 どちらかといえば安心できる

 どちらともいえない

 どちらかといえば安心できない

 安心できない

 無回答

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが安心安心安心安心してしてしてして子育子育子育子育てのてのてのての

できるまちだとできるまちだとできるまちだとできるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

３８，８９４円

�評価点 ４．３（５段階評価の平均）

�優先順位 １位（全２３施策中）

�重点項目 地域全体で子育てする仕組みづくり

多様な支援の一体的な推進

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第１１１１章章章章 生涯充実生涯充実生涯充実生涯充実してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる都市都市都市都市をををを創創創創るるるる

２２２２ 明日明日明日明日をををを担担担担いいいい、、、、内外内外内外内外でででで活躍活躍活躍活躍するひとをするひとをするひとをするひとを育育育育てるてるてるてる

�良好な教育環境の整備を図る必要がある。

�少子化の中で複式学級を有する学校が増え、今後もなお増加する
見込みである。

�良好な教育環境の整備を図る。

�「確かな学力」の定着を図る。

�「生きる力」（人間としての実践的な力）の育成を図る。

�学校規模の適正化、情報通信教育、遠距離通学対策、安全対策

�読書活動、特別支援教育、山村留学、心の教育、保育所・幼稚園・
小学校・中学校間の連携・接続

�学校評価、キャリア教育、家庭教育学級 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�「生きる力」と「確かな学力」の育成に事業対応している。

�学校規模の適正化と適正配置に向けての見直しが今後の課題とい
える。

�行政は条件整備を中心に学校支援を、学校は校長中心の学校経営
を充実・改善することにある。

外部評価 判定 可

�今後、複式学級になっていくことについて、どう考え、対応するかを明
確にする必要がある。

�小学校の時代に、子どもに学ぶ基礎をどのようにつくるかが重要であ
り、その方向性を明確にする必要がある。

良好

１園

９校

実績値 目標値目標値目標値

良好概ね良好概ね良好学力水準度

２園

２１校

２園

１１校

１園

９校

施設

改修済みの幼稚園、小・中

学校の施設数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

11.64.33.53.8

合計公共性効率性有効性

24,025学校教育課中学校施設管理運営費

14,408学校教育課小学校教育振興費

71,932学校教育課小学校施設管理運営費

9,124教育総務課中学校管理費

30,170教育総務課小学校管理費

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査 調査項目がありません。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１０，３１６円

�評価点 ３．５（５段階評価の平均）

�優先順位 ６位（全２３施策中）

�重点項目 学校教育の充実

学校規模の適正化

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



21.2%19.5%

29.6%

0.7%

19.7%

9.4%

 ほぼ毎日した

 週に数回程度した

 月に数回程度した

 年間で数回程度した

 しなかった/できなかった

 無回答

第第第第１１１１章章章章 生涯充実生涯充実生涯充実生涯充実してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる都市都市都市都市をををを創創創創るるるる

３３３３ 生涯生涯生涯生涯にわたってにわたってにわたってにわたって学学学学びびびび、、、、活活活活かすかすかすかす機会機会機会機会をつくるをつくるをつくるをつくる

�自ら進んで学習・運動に取り組んでいる割合が低い。

�普段に生活の中で、文化・芸術に触れる機会が少ない。

�生涯学習社会の実現。

�地域コミュニティ活動の持続した社会の実現

�公民館・図書館、学習機会の提供、社会教育関係団体
�各スポーツ施設、競技スポーツ、総合地域型スポーツクラブ
�文化芸術 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�講座開設事業では「つどう」「まなぶ」「むすぶ」場作りが実践できたが、
講座運営において課題が残った。

�市民の自発的な学習活動を進めていくことも必要。

�施設は合併後も旧町の施設を引き継いでおり、南丹市全体からみて
適正配置に向けた見直しが必要がある。

�体育施設の運営管理については今後も指定管理制度へ移行し「利
用者側の視点」に立ったサービス向上と効率性を図る必要がある。

外部評価 判定 良

�生涯学習施策は、民間とかぶっている部分でもあり、なぜ行政がする
のか、どの部分までするのか、どこをゴールに行政がやり続けるのか

について明確にする必要がある。

�施設が非常に多い。合併して４年。施設の廃止や転用について、体
制も含めて、本格的に、長期的な展望をもって考える必要がある。

�市民の生涯学習だけでの活用を分析するのではなく、市外からの利
用など、これだけの施設をどう活用するのかという視点からも検討す

べきである。

160159159155団体文化サークル数

89,505

227,789

20

実績値 目標値目標値目標値

90,00089,60085,000人

社会教育施設の利活用者

数

230,000228,000220,000人

スポーツ・レクリエーション施

設の利用者数

252223事業生涯学習活動事業数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.43.33.43.7

合計公共性効率性有効性

487社会教育課社会教育委員活動事業

196社会教育課講座開設事業（図書館）

3,853社会教育課団体育成事業（社会体育）

3,500社会教育課団体育成事業（社会教育）

4,833社会教育課講座開設事業（社会教育）

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは過去過去過去過去1年間年間年間年間にににに、、、、健康健康健康健康やややや楽楽楽楽しみしみしみしみ

のためにのためにのためにのために運動運動運動運動をされましたかをされましたかをされましたかをされましたか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

８，７６７円

�評価点 １．９（５段階評価の平均）

�優先順位 ２３位（全２３施策中）

�重点項目 生涯学習推進組織の育成強化

スポーツ・レクリェーション活動の振興

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



22.0%

21.2%

13.9%

0.7%

15.0%

27.2%

 整っている

 どちらかといえば整っている

 どちらともいえない

 どちらかといえば整っていない

 整っていない

 無回答

第第第第１１１１章章章章 生涯充実生涯充実生涯充実生涯充実してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる都市都市都市都市をををを創創創創るるるる

４４４４ 医医医医・・・・食食食食・・・・住住住住のののの充実充実充実充実とととと高齢者高齢者高齢者高齢者やややや障障障障がいのあるがいのあるがいのあるがいのある

人人人人のののの自立自立自立自立をををを支援支援支援支援するするするする

�適切な定住環境の整備が必要である。

�保健・医療・福祉分野の連携による総合的かつ専門的な支援が求め
られている。

�住み慣れた地域で安心して暮らせる体制の整備が求められている。

�定住環境を整える。
�保健・医療・福祉分野の連携により、総合的かつ専門的に支援を行う。
�住み慣れた地域で安心して暮らせる体制を整える。

�健診、相談、指導、介護予防活動、保健、医療体制、在宅医療
�循環型農業、地産地消、食育
�介護保険、医療助成 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�広域な面積の中で地域格差も生じており、地域、また在宅医療の取
組みの充実は必要である。

�高齢人口の増加が見込まれる中で、施設のさらなる充実と合わせて、
在宅での介護、支援体制の充実が求められている。

�高齢者施策、障害者施策ともに、行政と各施設、また機関や地域と
のネットワークを密にし、情報の共有、個別ケースの協議など共同で

の支援体制に取り組むことが必要になっている。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

82.8

1,344

35.0/29.0

実績値 目標値目標値目標値

82.582.883.5％

介護が不要な高齢者の割

合

1,6001,4501,450

人

地域の福祉ボランティア活

動に参加する人数

37.0/31.036.0/30.035.0/29.0％

がん検診受診率（肺がん/

子宮がん）

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

11.53.93.73.9

合計公共性効率性有効性

1,051高齢福祉課家族介護教室事業

18,500高齢福祉課包括的支援事業

31,526住宅課住宅管理事業

7,765国保医療課疾病予防費

37,601健康課各種検診事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは南丹市南丹市南丹市南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、安心安心安心安心してしてしてして

医療医療医療医療をををを受受受受けられるけられるけられるけられる体制体制体制体制ができているとができているとができているとができていると

思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

７９，６３４円

�評価点 ４．０（５段階評価の平均）

�優先順位 ２位（全２３施策中）

�重点項目 市民の健康づくりへの支援

安心と支え合いの仕組みづくり

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第１１１１章章章章 生涯充実生涯充実生涯充実生涯充実してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる都市都市都市都市をををを創創創創るるるる

５５５５ ふるさとでふるさとでふるさとでふるさとで働働働働けるけるけるける場場場場をふやすをふやすをふやすをふやす

�地域雇用を促進するとともに、新たな企業誘致や起業支援に努める
必要がある。

�地域における雇用を促進する。

�市の財政を支える産業基盤を強化する。

�京都新光悦村への企業進出の促進

�商工団体などとの連携強化

�誘致企業への支援、起業支援 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�虎屋の竣工、また新光悦村においても５社が操業した。新光悦村の
用地購入済み２社、進出表明が３社と立地に向けても兆しが見えて

いる。

�新光悦村については工房等の小規模区画についても京都府とともに
誘致促進を図る。

�農商工連携によるＰＲ

�商工会支援策

外部評価

�平成２１年度評価対象外

33

実績値 目標値目標値目標値

403633件起業又は誘致した企業数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.23.53.33.4

合計公共性効率性有効性

4,690商工観光課商工振興融資利子補給事業

14,891商工観光課京都新光悦村推進事業

366,072商工観光課企業支援事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査 調査項目がありません。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１１，４１９円

�評価点 ３．６（５段階評価の平均）

�優先順位 ３位（全２３施策中）

�重点項目 工業用地の整備と企業誘致の推進

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



30.1%

10.8%

8.7%

1.2%

38.3%

10.9%

 守られている

 どちらかといえば守られている

 どちらともいえない

 どちらかといえば守られていない

 守られていない

 無回答

第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

１１１１ 豊豊豊豊かなかなかなかな緑緑緑緑とととと清流清流清流清流をををを守守守守るるるる

�森林や農地の荒廃が見受けられる。

�河川の生態系が変化している。

�山林などへの不法投棄や道路・河川へのごみのポイ捨てがある。

�かやぶき民家群の保存を進めなければならない。

�希少生物が生息できる環境を保全する。

�農地を保全する。

�景観を保全する。

�林業振興、森林保全活動支援、環境保全活動

�不法投棄、ポイ捨て対策

�集落営農組織、新規就農者支援

�かやぶき民俗群の保全支援 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�後継者不足、高齢化に伴い、農林水産資源の維持管理が危ぶまれ
る状況である。特に米価の下落、木材価格の低迷で生産意欲が失

われ、耕作放棄地問題、山林の放置が深刻な問題である。

�農地においては、農業振興地域の見直しにより、適切な運用・管理
に努める。

�林業においては間伐の促進を図り、森林保全活動も推進する。

�環境美化においては市民の協力を得て、不法投棄の監視や、定期
的な見回りを行う。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

8

実績値 目標値目標値目標値

1088団体森林ボランティア数

河川の水質の向上

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

11.13.83.63.7

合計公共性効率性有効性

181農林整備課

土地改良事業(地域課題対応型推進事業・

三俣川)

24,660農政課農地・水・環境保全向上対策事業

74,288農政課中山間直接支払事業

42,072農林整備課森林整備地域活動支援交付金交付事業

26,567農林整備課緑の公共事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは南丹市南丹市南丹市南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、自然自然自然自然やややや景観景観景観景観

がががが適切適切適切適切にににに守守守守られているとられているとられているとられていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１８，３３３円

�評価点 ３．１（５段階評価の平均）

�優先順位 １１位（全２３施策中）

�重点項目 農地

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価

市内４地点の水質目標値を別紙のとおり設定。



1111SS

0.50.60.70.6BOD

1111SS

0.50.70.80.7BOD

3343SS

1.01.21.21.1BOD

4454SS

0.70.70.70.7BOD

6.5～8.56.4～7.86.4～7.86.5～8.5ph

和泉大橋

6.5～8.56.5～8.56.5～7.76.5～8.5ph

大堰橋

6.5～8.56.5～8.56.0～7.36.5～8.5ph

出合橋

6.5～7.7

実績値 目標値目標値目標値

6.5～8.56.5～8.56.5～8.5ph

越方橋

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

(別紙)

河川の水質の向上



27.1%

5.9%

6.1%
0.8%

31.1%

29.1%

 おいしい

 どちらかといえばおいしい

 どちらともいえない

 どちらかといえばおいしくない

 おいしくない

 無回答

第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

２２２２ 資源資源資源資源がががが循環循環循環循環するまちをつくるするまちをつくるするまちをつくるするまちをつくる

�1人あたりの1日のごみ発生量が全国都市の中で最も少ない市となっ
た（490ｇ／人・日）が、ごみの量は年々増加傾向となっている。

�有機廃棄物を堆肥や発電に利用するとともに新たな活用技術を研究
するバイオエコロジーセンターを運営している。

�資源の循環やエネルギーの有効利用に取り組む。

�自然エネルギーの活用や省エネルギーの普及に努める。

�安全でおいしい水を安定的に供給する。

�市民の衛生的な暮らしを確保する。

�ごみ減量化・再利用、環境負荷低減、公共施設における省エネル
ギー、バイオエコロジーセンター、水源確保、河川環境保全活動

�公共下水道施設早期整備、水洗化率の向上、合併処理浄化槽の設
置促進 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�公共下水道の面整備については、一部を残しほぼ目標達成に近づ
いた。

�水道については、上水道、簡易水道合わせて普及率は99.8％である。

�家畜の糞尿処理については、事業採算が大きな課題であり、排水処
理コスト低減のためにもさらに液肥利用を高める必要がある。

�事業によっては、費用対効果の面で厳しい内容があり、課題が多い
ものについては、個別に改善方策を立てる必要がある。

�水道については水道施設が老朽化している。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

90.186.285.077.5％合併浄化槽区域水洗化率

84.277.276.976.4％下水道区域水洗化率

563,894

592

実績値 目標値目標値目標値

565,000564,000563,500

㎏/

年

リサイクルごみ回収量

400500530

ｇ／

人・日

1人1日あたりのごみ排出量

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

12.44.33.84.3

合計公共性効率性有効性

296,478下水道課公共下水道事業

715,673上水道課一般管理費（簡易水道）

2,360環境課火葬場管理運営費

674,839環境課船井郡衛生管理組合負担金

182,171環境課一般廃棄物清掃事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市のののの水道水水道水水道水水道水はおいしいはおいしいはおいしいはおいしい

とととと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

９６，９４３円

�評価点 ３．４（５段階評価の平均）

�優先順位 ７位（全２３施策中）

�重点項目 エネルギーの有効利用

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



21.5%

9.7%

15.8%

1.7%

24.0%

27.2%

 意識している

 どちらかといえば意識している

 どちらともいえない

 どちらかといえば意識していない

 意識していない

 無回答

第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

３３３３ 南丹南丹南丹南丹ブランドブランドブランドブランドのののの「「「「ほんまもんほんまもんほんまもんほんまもん」」」」をつくるをつくるをつくるをつくる

�「南丹ブランド」のイメージの確立には至っていない。

�販売農家数の減少、農業者の高齢化により、農業生産法人の育成
や新規就農者の支援など担い手の確保が課題となっている。

�森林整備が停滞しているとともに、病虫害、野生鳥獣による被害も多
発している。

�南丹ブランドの確立と販売を促進する。

�農林業の振興を図る。

�特産品育成、販路開拓

�集落営農組織、法人化、認定農業者、新規就農者への支援

�先進的農産物生産支援、畜産経営安定化

�林業従事者確保育成

�林道、作業道整備、機械化促進

�捕獲班員確保育成、防除施設設置 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�京野菜等についてＪＡ生産部会等と連携し面積拡大を図ってきたが
伸び悩んでいる。高齢化が進む中、更なる省力化を図る。

�有機質肥料による安全安心農作物の推進。

�森林組合体制の強化。

�新規就農支援。集落組織、農業法人に対する機械化助成。

�広域的な野生鳥獣被害対策。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

35

129

実績値 目標値目標値目標値

413535品目ブランド農林産物主品目数

138132129千万円ブランド農林産物の販売額

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.53.53.53.5

合計公共性効率性有効性

1,269農政課京野菜等産地育成事業

15,247農林整備課有害鳥獣防除施設設置事業

547農政課府単費畜産振興事業

8,856農政課農業法人等規模拡大支援事業

7,547農政課京の水田農業総合対策事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市でででで生産生産生産生産されたされたされたされた野菜野菜野菜野菜などなどなどなど

のののの産品産品産品産品をををを意識意識意識意識してしてしてして購入購入購入購入されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

６，１７６円

�評価点 ３．１（５段階評価の平均）

�優先順位 １０位（全２３施策中）

�重点項目 南丹ブランドの販路拡大

野生鳥獣被害等への対策

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

４４４４ ひとをひとをひとをひとを温温温温かくかくかくかく迎迎迎迎えるえるえるえる

�観光入込客は横ばいまたは減少傾向となっている。

�各種交流イベントについては、実行委員会が主体となり、市が開催を
支援しているが、入込客の増加、また、市民の一体感の醸成に向け

た市民交流の効果は薄い。

�観光による集客数を増やし、観光消費額を増やす。

�人とひととの交流を推進する。

�観光ネットワーク体制、営業力・ホスピタリティ向上、景観保全・美化、
施設バリアフリー化、観光情報発信、温泉施設と他の資源の融合、

温泉の活用

�特産品開発・販路開拓、体験農園などの整備、河川環境

�各種イベント、グリーンツーリズム、国際交流 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�入り込み客数は 低迷している。周遊型になっていない。

�入り込み客が低迷する中、消費単価を上げる。

�類似するイベントの見直しが必要である。

�各種団体との観光ネットワークの体制づくりが必要である。

�一般旅行会社との連携も含め、交通アクセスの改善策を検討する。

�観光施設周辺の景観保全を図る。

�土産物の開発。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

500450439250人外国人の入込客（宿泊）

2,023

1,516

実績値 目標値目標値目標値

2,2002,1002,000百万円観光消費額

2,0001,7001,600千人観光入込客

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

9.42.83.23.4

合計公共性効率性有効性

14,740商工観光課内水面漁業振興対策事業

8,136商工観光課観光イベント振興事業

7,410商工観光課各種イベント等開催事業

568美山産業建設課都市と農村との交流事業

2,404商工観光課観光宣伝事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査 調査項目がありません。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

４，９１５円

�評価点 ２．８（５段階評価の平均）

�優先順位 １５位（全２３施策中）

�重点項目 観光ネットワーク

情報発信とＰＲ

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



21.3%

5.9%

8.4%

2.2%

30.9%

31.3%

 そう思う

 どちらかといえばそう思う

 どちらともいえない

 どちらかといえばそう思わない

 そう思わない

 無回答

第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

５５５５ 伝統文化伝統文化伝統文化伝統文化をををを継承継承継承継承するするするする

�文化財は、次の世代に保存、継承しなければならない。

�近年、国は登録文化財制度を進めており、南丹市でもこの制度を活
用した取り組みを進めている。

�文化博物館、郷土資料館などで文化財関係資料の展示・公開を行う
とともに、児童生徒、市民や来訪者へ歴史文化を学ぶ機会を提供し

ている。

�歴史文化遺産を市民共通の財産として保存、継承する。

�歴史文化資料、伝統行事などの調査・収集、国登録文化財制度、文
化財保護

�市民理解、啓発、民俗文化継承、文化遺産の観光活用 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�文化財の保存とその継承、さらに活用も必要。

�博物館・資料館の入場者が目標を下回っている。

�歴史的資料の損壊・消滅の恐れに対しては早急な対応が急がれる。

�文化財保護にかかる住民の理解と協力を深める。

�過疎地域などでは祭礼などが後継者不足から消滅の危機に陥って
いる現状もあり、早急な調査も必要。

外部評価 判定 良

�なぜ、歴史文化遺産を継承しなければならないのかという理念を持ち、
説明できるようにする必要がある。

7,763

148

実績値 目標値目標値目標値

12,0008,0008,000人

文化博物館・郷土資料館の

年間入場者数

150148148件文化財登録数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.53.73.23.6

合計公共性効率性有効性

2,766社会教育課文化財維持管理費

1,772社会教育課文化財保護事業

6,129社会教育課埋蔵文化財調査事業(発掘調査八木地区)

8,764社会教育課重伝建地区保存修理補助事業

1,133社会教育課文化資料保全補助事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、地域地域地域地域でででで培培培培われてきたわれてきたわれてきたわれてきた風俗風俗風俗風俗やややや伝統伝統伝統伝統、、、、

文化文化文化文化などについてなどについてなどについてなどについて、、、、ごごごご自分達自分達自分達自分達がががが引引引引きききき継継継継いでいいでいいでいいでい

かなければならないとかなければならないとかなければならないとかなければならないと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

２，２０４円

�評価点 １．９（５段階評価の平均）

�優先順位 ２１位（全２３施策中）

�重点項目 歴史文化遺産の周知と活用

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



42.9%

15.8%

10.6%

0.8%

23.4%

6.6%

 安心して暮らせる

 どちらかといえば暮らせる

 どちらともいえない

 どちらかといえば暮らせない

 暮らせない

 無回答

第第第第２２２２章章章章 自然自然自然自然・・・・文化文化文化文化・・・・人人人人をををを活活活活かしたかしたかしたかした郷郷郷郷をををを創創創創るるるる

６６６６ 暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの安全安全安全安全とととと安心安心安心安心をををを守守守守るるるる

�土砂災害、河川の危険箇所が多く残されており、住民不安は大きい。

�消防団を含めた防災体制の充実が必要である。

�広範な本市では救急搬送に課題がある。

�犯罪、交通事故はなくならない。

�市民生活の安全、安心を確保する。

�広域的救急医療体制、救急用資機材、救急救命講習会の実施

�河川改修、治山、砂防、防災関係機関の連携強化、防災施設の充
実、災害時要援護者救護体制、消防団員確保、消防団組織、自主

防災組織、防災訓練広報啓発活動、情報防災システム、防災行政

無線の整備、資機材整備・更新

�防犯活動、交通危険箇所、交通安全施設、交通安全啓発活動 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�市民の安心・安全な暮らしを守る事業は、計画的に推進できている。

�防災行政無線(移動系)については、特に災害時の指示、連絡体制
の充実が必要である。

�市民の防災意識の向上と、自助、共助の取り組みを推進する。

�広範な地域を守り監視することは非常に困難。

�消防組織の見直しや活動体制のあり方について検討するとともに、
自主防災組織の拡充を図る。

�耐震性防火水槽の計画的設置を図る。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

00500件火災発生件数

218

38.8

実績値 目標値目標値目標値

150150150人交通事故負傷者数

100.053.035.0％防災行政無線の普及

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

12.74.44.14.2

合計公共性効率性有効性

4,038総務課防災行政無線管理運営費

26,925総務課消防水利整備事業

513,120総務課京都中部広域消防組合負担金

7,276企画推進課交通安全施設整備事業

4,344企画推進課公衆防犯灯設置事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが防災防災防災防災のののの面面面面でででで安心安心安心安心しししし

てててて暮暮暮暮らせるまちだとらせるまちだとらせるまちだとらせるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

２２，０２６円

�評価点 ３．６（５段階評価の平均）

�優先順位 ５位（全２３施策中）

�重点項目 防災体制

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

１１１１ 高速移動高速移動高速移動高速移動のののの網網網網をををを広広広広げるげるげるげる

�京都縦貫自動車道の全線開通や国道９号の渋滞解消、そしてその
他国道の狭あい箇所等未整備区間の整備は正に重要課題である。

これらの道路整備の促進により広域的なアクセス向上を図る必要が

ある。

�交通アクセスの向上を図り、市外との物流を促進させる。

�京都縦貫自動車道の全線開通に向けた組織的な取り組み

�国道の危険箇所整備や機能向上に向けた国や府への要望活動 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

評価対象事業がありません。

�京都縦貫自動車道は平成26年度全線開通に向けて計画的に進ん
でいる。

�平成１６年の台風２３号時には国道９号は観音峠を中心に土砂崩れ
により被災し道路が寸断したが、国道９号バイパス（高速道路）が緊

急輸送道路として機能を果たした。

�企業誘致については、園部インター近くの工業団地に近年７社が立
地決定された。

外部評価 市が主体の事業でなく、評価できない。

�施策評価の総合評価では縦貫道のことだけに終始している。市とし
て、高速移動の網をどうしたいのか。市の発展にどのように活用した

いのかというところを明確に示す必要がある。

70.0

実績値 目標値目標値目標値

80.070.070.0％

京都縦貫自動車道の完成

度

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

０円

�評価点 ２．２（５段階評価の平均）

�優先順位 ２０位（全２３施策中）

�重点項目 広域ネットワークを見据えたまちづくり

市民意識調査 調査項目がありません。

施策目標の達成に貢献度の高い事業 対象事業がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

２２２２ 鉄道鉄道鉄道鉄道をさらにをさらにをさらにをさらに便利便利便利便利にするにするにするにする

�大都市圏の都市交通の機能を担うには満足な運行形態とはなって
いない。

�利用者については、近年わずかではあるものの増えている状況にあ
る。

�流入人口や定住人口を増やし、活気のあるまちづくりを進める。

�ＪＲ山陰本線複線化、園部駅以北の利便性向上

�公共交通ターミナルの機能強化

�駅周辺の環境美化の推進 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�南丹市民の永年の念願であった、園部・京都間の複線化事業が平
成２１年度で完成する。

�園部・綾部間の複線化要望を促進強化していく必要がある。

�さらに鉄道利用を便利にするために駅周辺整備や駅関連施設の充
実を図っていく必要がある。

�園部以南と以北の交通格差の解消策を併せて検討する必要がある。

外部評価 判定 良

�複線電化に合せて、子育て支援、鉄道利便化、観光、広報、大学連
携、都市整備、雇用の場づくりなど、いくつもの施策が連動するような

仕掛け、プロジェクトを考える必要がある。

14,186

実績値 目標値目標値目標値

18,00015,00015,000人/日

市内ＪＲ各駅の１日の乗降客

数（前年度実績）

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.03.03.43.6

合計公共性効率性有効性

1,046八木産業建設課八木駅前駐輪場事業

13,725都市計画課園部駅西口自転車等駐車場事業

4,057日吉地域総務課胡麻コミュニティセンター管理運営費

5,348都市計画課園部駅周辺維持管理・整備事業

431,835企画推進課山陰本線複線化整備事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１３，６７２円

�評価点 ２．８（５段階評価の平均）

�優先順位 １５位（全２３施策中）

�重点項目 鉄道を活かしたまちづくり

市民意識調査 調査項目がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

３３３３ 安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なななな主要道路主要道路主要道路主要道路でつなぐでつなぐでつなぐでつなぐ

�市道は危険箇所や狭あい区間が多く残っている。

�生活道路の整備については、緊急車両の通行確保など課題である。

�道路整備は市域の一体化の醸成や過疎化防止の上でも重要な施
策となっている。

�歩行者優先の人にやさしい安全な道路づくりも重要となっている。

�市域の一体化の醸成、暮らしの利便性を確保して過疎化の防止を図
る。

�国や府への要望

�安全性、利便性向上、広域農道や広域林道、自転車専用レーン 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�合併した市にとって基盤整備は非常に重要な課題であり、一定整備
が完了するまでは予算確保は必要。

�必要性や事業効果を明確にしながら、集中と選択により事業化を図
る。

�新設道路から改良や維持管理に重点を置いた計画とする。

外部評価 判定 良

�優先順位をきっちり付け、具体的な目標設定、メリハリを付けて取り組
みを進める必要がある。

62.40

実績値 目標値目標値目標値

64.2363.0362.63％道路改良率

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

11.84.23.73.9

合計公共性効率性有効性

4,000道路河川課農業基盤整備関連道路改良事業

350,310道路河川課道路新設改良事業

2,690土木管理課登記処理費

892土木管理課道路・橋梁維持管理事業(船岡熊原線)

57,250土木管理課道路・橋梁維持管理事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１４，０５３円

�評価点 ３．４（５段階評価の平均）

�優先順位 ７位（全２３施策中）

�重点項目 地域幹線道路

市民意識調査 調査項目がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

４４４４ 誰誰誰誰もがもがもがもが安心安心安心安心なななな地域交通地域交通地域交通地域交通システムシステムシステムシステムをつくるをつくるをつくるをつくる

�スクール路線を中心とした市営バスの運行や民間バスへの委託、要
介護者や障がいのある人を対象とした外出支援サービスを実施して

いる。

�市民の移動手段を十分確保できるまでには至っていない。

�交通弱者に対して、適切な移動手段を確保する。

�体系的なバス交通網、バス利用推進

�誰もが乗り降りしやすく、環境に配慮したいバス車輌の導入

�外出支援サービス、福祉有償輸送活動 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�通学については、ほぼ各学校要望に応えた運行が出来ている。

�利用者は、増加する傾向なく、利便性向上対策が必要である。

�高齢化の進展による交通弱者が増加するため、輸送ニーズにあった
ダイヤ編成を検討し利用者増につなげる。

�市営バス利用の観光も定着しつつあり、更にJRに直結するダイヤを
検討し利用者増につなげる。

�交通弱者対策として、福祉有償運送、過疎地有償運送、既存タクー
等を活用した新たな交通体系の確立を行い、その中でバスの位置づ

けを明確にする必要がある。

外部評価 判定 良

�企業性の面を追求するのか、交通弱者の保護、交通面の保障を追
及するのか、補助金が削減された場合も念頭におきながら、政策判

断としてどう対応していくのか方向性を示す必要がある。

251,128

実績値 目標値目標値目標値

255,000255,000255,000人/年

市営バス利用者数（前年度

実績）

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

12.74.53.74.5

合計公共性効率性有効性

58,738企画推進課生活路線バス等運行事業

10,880企画推進課市営バス運行事業

72企画推進課地域交通計画事業

70,222企画推進課スクールバス運行事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

４，３１７円

�評価点 ３．２（５段階評価の平均）

�優先順位 ９位（全２３施策中）

�重点項目 多様な公共交通システム

市民意識調査 調査項目がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



36.8%

9.2%

12.3%

5.5%

24.4%

11.8%

 思う

 どちらかといえば思う

 どちらともいえない

 どちらかといえば思わない

 思わない

 無回答

第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

５５５５ 双方向双方向双方向双方向のののの情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤をつくるをつくるをつくるをつくる

�市内全域でCATV・インターネットサービスを開始した。しかし、平成4
年にCATV事業に取り組んできた園部地域では、光ファイバーによる

CATV・インターネットサービスの提供ができていない。

�園部、日吉、美山の全域及び八木地域の約2割が難視聴地域である
ため、ほぼ95％以上の加入であるが、八木地区の約8割は視聴が可

能なため、現在約4割程度しか加入がない。

�情報通信基盤を整備する。

�高度情報通信基盤を活用した市民サービスを展開する。

�園部地区光ケーブル移行、情報通信環境最適化・保守体制

�自主放送番組、様々な市民サービス

�パソコン教室等

�情報セキュリティに関する市民への啓発 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�CATV網を中心とする情報通信基盤整備が完了した。

�CATV・インターネットにより、都市部との情報格差は縮まった。

�CATVの加入率は、八木地域を除いてほぼ目標値に達成している。
八木地域は、地デジ移行と付加サービスの充実により普及促進を図

る。

�高度情報通信基盤をさらに広く活用できるメニューを検討し活用を図
る。

外部評価 判定 良

�ＣＡＴＶ整備につぎ込んだ費用、また今後つぎ込む費用が、ＣＡＴＶ
を利用したコンテンツから受けられるサービスに見合うものかどうか、

抜本的に考える必要がある。

19

86.7

実績値 目標値目標値目標値

232019件

高度情報通信基盤を活用し

たサービスの数

93.090.090.0％ケーブルテレビへの加入率

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

11.84.13.74.0

合計公共性効率性有効性

71,809情報推進課地域情報基盤整備事業

88,822情報推進課地域情報通信基盤整備基金

6,386情報推進課地域情報基盤管理運営費

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

南丹市南丹市南丹市南丹市ではではではでは平成平成平成平成20年年年年ににににCATV網網網網がががが整備整備整備整備されされされされ

ましたがましたがましたがましたが、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、このこのこのこのCATV網網網網のののの整備整備整備整備にににに

よってよってよってよって、、、、京都市京都市京都市京都市などのなどのなどのなどの大都市大都市大都市大都市とのとのとのとの情報格差情報格差情報格差情報格差はははは

小小小小さくなったとさくなったとさくなったとさくなったと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

５，２４６円

�評価点 ２．６（５段階評価の平均）

�優先順位 １９位（全２３施策中）

�重点項目 情報提供

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



12.1%

28.1%
56.8%

0.3%

0.8%
1.8%

 にぎわっている

 どちらかといえばにぎわっている

 どちらともいえない

 どちらかといえばにぎわっていない

 にぎわっていない

 無回答

第第第第３３３３章章章章 人人人人・・・・物物物物・・・・情報情報情報情報をををを高度高度高度高度につなげるにつなげるにつなげるにつなげる

６６６６ にぎわいのにぎわいのにぎわいのにぎわいの市街地市街地市街地市街地をつくるをつくるをつくるをつくる

�旧来からの市街地が空洞化し、その活性化のための取り組みを進め
ているものの、定住人口の減少と高齢化、商業の低迷が進んでおり、

かつてのにぎわいを失いつつある。

�魅力あるまちとして再生を図り、市内における商業の活性化を進める。

�都市計画の推進、「都市計画マスタープラン」「緑の基本計画」の早
期策定、土地区画整理事業

�交流拠点、空き店舗対策、イベント開催支援、地域拠点の創出

�まちづくり活動団体支援、商業者支援・育成活動 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�商業を取り巻く状況は大変厳しく、行政支援をどこまでするのか、出
来るのかが課題。

�雨水事業や公園事業については計画的に進める。

�区画整理事業で、本町区画については一日も早く完成する事が町
づくりに繫がる。

�商業は、商業者の自助努力が必要、その中で行政として積極的に支
援が必要。

外部評価 判定 良

�区画整理事業のハード面での事業終了が評価の終了ではなく、本
町のまちづくりにどれだけ役立ったのかという検証は、今後も引続き

行う必要がある。

�市街地の開発にしても、にぎわいをつくるにしても、ＪＲ園部駅をどう
活用するのかということが見えてこない。南丹市にとって、園部駅をど

う活用するのかということが一番大きな課題だと考える。その辺を十分

検討する必要がある。

843

37.0

実績値 目標値目標値目標値

900850840人商工会会員数

100.075.067.0％区画整理進捗度（本町）

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.73.73.43.6

合計公共性効率性有効性

26,932商工観光課経営改善普及事業

13,417都市計画課雨水排水事業

63,517都市計画課都市計画公園事業

19,101都市計画課都市計画策定事業

396,039都市計画課本町土地区画整理事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市のののの商店街商店街商店街商店街（（（（商業商業商業商業））））がががが

にぎわっているとにぎわっているとにぎわっているとにぎわっていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１７，２２１円

�評価点 ３．０（５段階評価の平均）

�優先順位 １３位（全２３施策中）

�重点項目 地域の核となる市街地整備と定住促進

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



34.5%

12.6%

1.3%

3.4%

19.0%

29.2%

 減ってきている

 多少減ってきている

 どちらともいえない

 あまり減っていない

 減っていない

 無回答

第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

１１１１ 共共共共にににに生生生生きるまちづくりをきるまちづくりをきるまちづくりをきるまちづくりを進進進進めるめるめるめる

�人権問題についての正しい理解・認識を培い、日々の生活の中で人
権を尊重する実践を積み重ねていくことが求められてる。

�隣保館施設整備や活動について、今後の活動のあり方・将来の管
理・運営について、充分な検討が必要である。

�一人ひとりの生命と人権を尊重し、差別を許さないまちづくりを進める。

�学習活動の推進、人権啓発リーダーの育成

�相談窓口の充実、啓発活動の推進

�男女共同参画、女性の登用拡大、女性団体連絡会活動支援

�虐待事象に対応、地域包括支援センター

�隣保館管理運営の実施 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�学習の機会への参加者の掘り起こしをなお進める必要がある。

�男女共同参画推進は、各種委員会への女性の登用は不十分である。

�隣保館での活動は、従来からの基盤ができているが、新規事業の開
拓もあまりない。

�人権尊重のまちづくりは、幅広い市民の参加を得るために、事業の
推進に工夫が求められる。

外部評価 判定 可

�たくさんある施設が、今の時点では必要ということだが、必要とする材
料をそろえるなど説得ができるようにする必要がある。また時間の経

過とともに、うまく、最適に配置していくということも考える必要がある。

�人権啓発を基軸にして、協働を進め、自治づくり、住民自治の体制
づくりということを狙っていると思うが、そのストーリーを明確にする必

要がある。

6.0

実績値 目標値目標値目標値

10.07.05.0％啓発事業参加者数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.83.63.53.7

合計公共性効率性有効性

425子育て支援課要保護児童対策事業

2,253高齢福祉課高齢者虐待防止事業

30社会教育課障害者講座

1,187社会教育課人権教育事業

7,800市民課人権啓発事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

世世世世のののの中中中中にはにはにはには、、、、まだまだまだまだまだまだまだまだ性別性別性別性別やややや国籍国籍国籍国籍、、、、身体的障害等身体的障害等身体的障害等身体的障害等

によるによるによるによる差別差別差別差別がががが残残残残っていますがっていますがっていますがっていますが、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは近年南丹近年南丹近年南丹近年南丹

市市市市においてにおいてにおいてにおいて、、、、これらこれらこれらこれら差別差別差別差別がががが減減減減ってきているとおってきているとおってきているとおってきているとお感感感感じじじじ

ですかですかですかですか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

３，２６９円

�評価点 ２．７（５段階評価の平均）

�優先順位 １７位（全２３施策中）

�重点項目 人権啓発の推進

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



22.7%

39.0%

1.0%

11.4%

22.5%

3.4%

 大きな活力がある

 多少の活力はある

 どちらともいえない

 あまり活力はない

 全く活力はない

 無回答

第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

２２２２ 住民自治住民自治住民自治住民自治のののの地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めるめるめるめる

�地域コミュニティを維持・再生し、その活力を活かす地域づくりができ
ていない。

�共助の機能や地域独自の価値観の存続が危惧されている。

�住民自治組織は、地域課題に連動した取り組みが十分にはできてい
ない。

�共助の機能が低下し、まちづくりへの参画が希薄になっている。

�行政依存体質がなくならない。

�地域コミュニティを持続、再生しながら、地域の課題解決に向けた協
働のまちづくりを進め、地域の活性化を図る。

�住民自治組織との対話と連携の推進、地域の自主的、主体的な活
動への支援

�自助、共助、公助のバランスを重視した地域経営体制の確立

�地域内の連携組織

�生涯学習活動を推進し、市民のまちづくりに対する意識改革 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�住民自治の地域づくりを進めていく上での、目標達成状況の成果数
値は表すのは難しい。

�市民意識アンケート（回収率及び関心度）の目標率は上回っている
状況である。

�住民の自治意識の向上を図るため、地域コミュ二テイを維持・再生す
るために、さらに地域住民との協働による自主的・主体的な地域づく

りを進める。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

72.4

実績値 目標値目標値目標値

80.073.070.0％

地域活動や市民自主活動

に参加した市民の割合

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.73.73.63.4

合計公共性効率性有効性

10,000企画推進課小山西町公民館等建設補助事業

896美山地域総務課

南丹市美山総合サービスセンター管理運

営費

1,314八木地域総務課コミュニティプラザよしとみ管理運営費

19,788企画推進課自治振興補助事業

16,174総務課行政事務委託費

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、ごごごご自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域にににに

活力活力活力活力があるとがあるとがあるとがあると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

１，７１７円

�評価点 ２．９（５段階評価の平均）

�優先順位 １４位（全２３施策中）

�重点項目 地域との協働の推進

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

３３３３ 多様多様多様多様なななな担担担担いいいい手手手手ののののパートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップをををを育育育育てるてるてるてる

�地方の自主性がますます求められる今後においては、従来の政策
決定方法や事業実施手法では、多様性や柔軟性、事業の効率性な

どで不十分な面がある。

�市民の参画によるまちづくりを推進する。

�住民参加条例（仮称）

�協働で進めるべき事業、地域住民や団体の参画、ＮＰＯや地域住民
が主体となって行う活動

�市民主体のまちづくりを支援、人材登用制度

�各種協議の場への市民参加、地域・市民提案を活かす仕組み 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�平成20年度よりまちづくり手法検討委員会を設置し、市民協働による
まちづくりの仕組みについて検討をしており、「市民参加条例」制定

により市民協働によるまちづくりが進むことを期待し、さらに啓蒙を進

めていく必要がある。

�広聴活動の一環として、昨年度「市政懇談会」を始めて実施しし、多
くの参加者を得た。今年度は１０月から１１月に実施予定で進めてい

るが、開催方法について検討を要する。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

950800761720人広報広聴会参加者数

20010000人達人バンク登録数

21

実績値 目標値目標値目標値

352217団体ＮＰＯ数

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

12.74.04.14.6

合計公共性効率性有効性

73企画推進課ふるさと南丹応援寄附金推進事業

573企画推進課市民協働推進事業

73情報推進課広聴活動費

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

３２６円

�評価点 ３．１（５段階評価の平均）

�優先順位 １１位（全２３施策中）

�重点項目 協働と市民参画の仕組みづくり

市民意識調査 調査項目がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



23.4%

27.1%

19.7%

2.5%

23.0%

4.4%

 活発に行われている

 ある程度行われている

 どちらともいえない

 あまり行われていない

 全く行われていない

 無回答

第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

４４４４ 大学等大学等大学等大学等とととと連携連携連携連携しししし、、、、ともにまちをつくるともにまちをつくるともにまちをつくるともにまちをつくる

�多くの高等教育機関が立地しており、約3,700人の学生が行き交うが、
計画づくりや政策決定プロセスなどにおいて、知的財産を十分に活

用できていない。

�より多くの学生が市内に居住できるよう、生活環境の利便性の向上を
図る必要がある。

�卒業後も本市において就業・定住できるような環境整備ができていな
い。

�大学等と連携し、卒業後も含めて定住化を図り地域の活性化を進め
る。

�大学・企業・行政のコーディネート連携支援組織、産学官連携会議

�地域と教育機関が交流する仕組みづくり

�学生に対する就業、住宅等の斡旋、課外活動への支援 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�大学と連携し、学生目線や南丹市民外目線で、地域の活性化や市
民協働の仕組みを考えることは非常に有益なことであり、より議論を

深めていく必要がある。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

50.042.040.040.0％

南丹市に魅力を感じる学生

の割合

50.030.027.625.0％

大学との交流が盛んと思う

市民の割合

8.9

実績値 目標値目標値目標値

15.010.010.0％

学生による地域活動参加割

合

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.73.33.73.7

合計公共性効率性有効性

483美山地域総務課大学等連携協力事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、ごごごご自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域にににに

おいておいておいておいて、、、、大学大学大学大学などとなどとなどとなどと、、、、様様様様々々々々なななな分野分野分野分野のののの交交交交

流流流流・・・・連携連携連携連携がががが活発活発活発活発にににに行行行行われているとわれているとわれているとわれていると思思思思わわわわ

れますかれますかれますかれますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

６３円

�評価点 １．９（５段階評価の平均）

�優先順位 ２１位（全２３施策中）

�重点項目 連携のための仕組みづくり

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

５５５５ 未来未来未来未来をををを担担担担うううう人人人人づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めるめるめるめる

�豊かな地域資源をかけがえのない財産として見つめ、「ふるさと南
丹」に対する価値観を大切に育み、まちを担う市民を増やす取り組み

が必要であるが、この取り組みが十分であるとはいえない。

�将来の南丹市を担う人材を育てる。

�学校教育、実践的な体験学習

�産業を支える仕組み、意識の醸成、市内大学等との連携、後継者を
育てる取り組み

�転居者支援、地域リーダー育成、まちづくりの多様な担い手育成

�海外ホームステイ事業、海外交流事業 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�学校でのキャリア教育（勤労体験や職場の訪問など）の推進や社会
全体での子育て支援など、南丹市をふるさとと思う心を育み、併せて

地域の産業を支える支援整備の推進が必要。

�新規就農支援事業では、Ｉターン、Uターンへの啓発と退職者や地元
団体(組織)も含めた確保と育成が必要ではないか。

�多様な担い手の確保も併せて進めていく必要がある。

外部評価

�平成２１年度評価対象外

20,581

実績値 目標値目標値目標値

19,13220,20320,573人

生産年齢層（15～64歳）の

人口

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

10.23.63.43.2

合計公共性効率性有効性

216学校教育課奨学金貸付事業

119企画推進課国際交流事業

2,160農政課新規就農支援事業

8学校教育課指導主事設置事業

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

２８１円

�評価点 ２．６（５段階評価の平均）

�優先順位 １８位（全２３施策中）

�重点項目 地域とまちを担う人材育成のための支援

市民意識調査 調査項目がありません。

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価



50.1%

13.6%

12.8%

1.3% 3.7%

18.5%

 満足している

 どちらかといえば満足している

 どちらともいえない

 どちらかといえば満足していない

 満足していない

 無回答

第第第第４４４４章章章章 共共共共にににに担担担担うまちづくりのうまちづくりのうまちづくりのうまちづくりの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを築築築築くくくく

６６６６ 行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革をををを推進推進推進推進するするするする

�財政状況が厳しいなか、今までと同じ行政運営では、住民満足度を
高める行政サービスを十分に提供できていない。

�自主財源よりも依存財源に頼る財政運営となっている。

�市民ニーズは益々多様化しており、的確な対応が迫られている。

�市民にとってより満足度の高い、きめ細やかな行政サービスを提供
する。

�スリムで効率的、効果的な行財政運営の構築をめざす。

�行政情報の提供

�電子化、行政改革、行政評価、民間委託・指定管理者制度

�職員定員管理、職員資質向上

�公共施設有効利用、新庁舎整備 他

内部評価

�事業評価（評価対象事業の評価点（各項目５段階評価）の平均）

�住みやすいと思う市民の割合は、約６割に達している状況から、施策
の展開も一定市民ニーズに対応出来ているものと考えられる。

�経常収支比率も上昇傾向にあり、制度・事業も期限を定めるなどめり
はりが必要である。

�制度や事業等の普段の見直しが必要であり、そのためには行政評価
等を積極的に取り組み、PDCAサイクルを市全体の行政システムの中

に定着化させる必要がある。

�市民への説明が必要であり、また、理解を得るための職員それぞれ
の意識改革と資質向上が求められることは事実である。

外部評価 判定 良

�市民に、こう変わりましたということをアピールしながら、行政改革を進
める必要がある。

95.095.595.894.0％

経常収支比率（前年度決

算）

59

実績値 目標値目標値目標値

756359％

住みやすいと思う市民の割

合

Ｈ24Ｈ21Ｈ20

単
位

目標項目

（成果）

課課課課 題題題題

目目目目 的的的的

取取取取 組組組組

評評評評 価価価価

12.34.43.94.0

合計公共性効率性有効性

61,861情報推進課電子自治体推進事業

79情報推進課有線テレビ関係費

4,593情報推進課広報発行費

81情報推進課ホームページ運営費

3,705人事秘書課職員厚生費

事業費所 管 課事 業 名

施策目標の達成に貢献度の高い事業 単位：千円

市民意識調査

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、総合的総合的総合的総合的にににに見見見見てててて、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが

行行行行っているっているっているっている行政行政行政行政サービスサービスサービスサービスにににに満足満足満足満足していしていしていしてい

らっしゃいますからっしゃいますからっしゃいますからっしゃいますか。。。。

市民１人あたり費用（評価対象事業分のみ）

３，５９０円

�評価点 ３．６（５段階評価の平均）

�優先順位 ３位（全２３施策中）

�重点項目 効率的な行財政運営

優先度評価優先度評価優先度評価優先度評価


